
西保育園

今年度の評価項目 見えてき た課題/日常の意見・ 課題 振り 返り を 踏まえた改善内容 年度末時点での改善の進捗状況

子ども たち がよ り 過ごし やすい環境構成を 作り たい
あそび場プロ ジェ ク ト チームを 作り 、 子ども たち が柔軟に遊べ
る 環境を 作っ た

完了

姉妹園と の交流がし たい

・ 移動動物園に呼んでいただき 動物と 触れ合う こ と が
　 でき た
・ 散歩でフ レ ン ド に行き 園庭で交流ができ た。
・ 職員同士の行き 来の機会( 研修・ 打合わせ) を 意図的に
　 作り 、 様々な交流の土台作り を 行っ た

完了

園で植え収穫し た野菜で子ども たち と 何か作り たい 管理栄養士・ 担任と 一緒に玉ねぎスープやピ ザを 作っ た 完了

異年齢児交流を 増やし ていき たい
今年度はク リ スマス会前後から 縦割り グループを 作り 、 異年齢
児交流を 行っ てき たが、 来年度は早い時期から 縦割り グループ
や交流を し ていく 計画を 立てた

2025年度継続
ク ラ ス会議で意見を 出し 合い、 会議（ 昼礼、 職員
会議)  で、 展開し ていく

子ども の生活の自立のための援助を よ り 丁寧に行いたい
( 着替・ 食事・ 排泄など)

子ども 達と 丁寧に関わる ために、 乳幼児期に特定の保育者と 早
期に愛着関係を 作る こ と で信頼関係が構築でき る 育児担当制を
一部のク ラ スで取り 入た。
一人一人の子ども に合わせた生活スケジュ ール表（ 日課） を 作
成し た

2025年度継続
乳児全体で育児担当制を 取り 入れていく

乳児期の食事用エプロ ン 　 自分で着脱でき る よ う にし ていき たい
子ども の自立を 促す保育のためにおり こ う エプロ ン
( 乳児でも 自分で着脱でき る エプロ ン ) の推進を し た

2025年度
0. 1歳導入予定

出産後の保護者だけでなく 、 地域の産前産後の方々に向けた取り 組みも 、
よ り 積極的に行っ ていき たい

こ れまで親子ヨ ガなど実践し てき た。 新し い取り 組みを 実践し
た

2025年度継続

保護者と 一緒に楽し める イ ベン ト を 年一回取り 入れていき たい 保護者参加型の夏祭り を 行っ た
2025年度継続
各ク ラ スでアイ デアを 出し 合い、 ク ラ ス会議、 昼
礼、 職員会議で検討決定し ていく 。

天気も 良く 外が心地よ い季節なので外で給食を 食べれる よ う にし たい
調理の方と 話し 合い、 外で食べる こ と に承諾いただく
実施の場合は調理の方と 連携を 取り 、 中庭で青空レ スト ラ ン を
実施し た

2025年度継続
気温と 大気（ 黄砂, PM2. 5等） と アレ ルギー食に配
慮し て実施を 継続。 食中毒の発生の知識等を 研修
し て安全意識を 高めながら 、 継続実施し ていく

更新機器

・ こ ども 用・ 大人用ト イ レ  追加設置工事
・ 布団ダン ス　 交換
・ 乳児用シャ ワー　 交換
・ 絵本　 追加

完了

親子わく わく ひろ ばでHP・ イ ン スタ グラ ムを 活用し ていき たい
親子わく わく ひろ ばの予定を HPと イ ン スタ グラ ムに掲載し 、 保
育の様子も アッ プし 活用の定着を 図っ た

完了

ク ラ スで話し 合う 時間を 取り たい
２ ０ ２ ５ 年度は、 毎月１ 回全ク ラ ス会議ができ る よ う
スケジュ ールを 確定し た

完了

防災訓練を 増やし ていき たい
月に１ 回の避難訓練だけではなく 、 AEDの講習・ 警察によ る 不審
者対応の講習を 受講し た

完了

アレ ルギー児だけでなく 個別対応がいる 子ども （ 痙攣や薬の塗布、 肘抜けし やす
い、 チッ ク など） を よ り 分かり やすく まと めたい

子ども の顔写真付き の資料を 作成し 、 今まで以上に
分かり やすく 職員で共有し た

完了

子ども の食事の様子を 保護者に見ていただき たい
玄関にフ ォ ト フ レ ームを 置き 日々の食事の様子を スラ イ ド
ショ ーで流すよ う にし た

完了

業務の効率化を 図り たい 重複し た項目を 削除する など各種書類の変更を 行っ た 完了

施設評価

保育・ 子ども に関する 項目

保育・ 園児に関する 項目以外



保育・子どもに関する項目 問題・課題 改善内容（改善の方向性）

① あそび場プロジェクト

もっと子どもたちが過ごしやすく自
発的に遊べる環境を作りたいという
声から、「あそび場プロジェクト」
を立ち上げました。

自薦他薦により有志の「あそび場プ
ロジェクトチーム」が作りました。
（イラスト1）
0歳児クラスの空き空間を園児たちが
楽しく安全に遊べる空間へと職員た
でち作り変えました。
子どもたちが楽しく遊べる空間に大
変身しました。
（写真1&イラスト2）

イラスト1 写真1 イラスト2



保育・子どもに関する項目 問題・課題 改善内容（改善の方向性）

② 青空レストランを実施
天気も良く外が心地よい季節なので
外で給食を食べたりしたいと声が上
がりました。

外で給食を食べると気持ちもよく食
の増進に繋がります。給食室と話し
合い、安全・安心に配慮して、中庭
に青空レストランをオープンしまし
た。（写真1）いつもより子どもたち
は食欲モリモリで楽しそうでした
（イラスト1&2）。今後も子どもの
笑顔が増えるよう保育を充実してい
きます。

写真1 イラスト１ イラスト２



保育・子どもに関する項目 問題・課題 改善内容（改善の方向性）

③ 乳幼児の食事用エプロンの導入
乳幼児自身で、食事用エプロンを自
分で着脱できるようにしていきたい
という声が上がりました。

「おりこうエプロン」は首にかける
紐のところがゴムになっており、乳
幼児でも自分一人で着脱しやすく
（写真１）、首に掛ければそのまま
手や口元についた汚れを拭き取るこ
とができます（写真２）。一人でで
きることを増やしていくため
「おりこうエプロン」の推進を図り
ました。今後も自立を促す保育を段
階を追って深めていきます。

写真1 写真2 写真3
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